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札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ)開通１０周年 
 

～札幌都心部の魅力・価値が向上！～ 
 

 

 

 

 

 

チ・カ・ホ開通から１０年目の札幌都心部の変化 

１ 地下でつながる札幌都心 

◯チ・カ・ホを含めた札幌駅前通の地上・地下の通行量は開通後９年で開通前に比 

べて、約２．４倍の９．０万人／日に増加。コロナ禍の令和２年も７．１万人が 

利用。※通行量は、９月の平日１日(９時から２０時までの１１時間の合計)のデータ 

◯札幌都心部への来訪頻度が増加し、消費金額も増加傾向にあります。 

２ 札幌都心部の価値向上 

◯チ・カ・ホの開通により多くのビルが接続されるとともに、民間投資によって 

ビル建て替えが進み、企業の札幌都心部への集積が促進。 

◯企業の集積が進んだことで札幌駅前通の地価は開通前に比べて、約２．２倍に 

上昇し、札幌都心部の価値が向上しています。 

３．移動の質の向上 

◯誰でも安全に安心して利用できる空間となり、多くの来訪者の円滑な移動を支え 

ています。 
 

チ・カ・ホのこれから 

 １ 災害時における活用   

◯北海道胆振東部地震の際には多くの帰宅困難者が「一時滞在施設」であるチ・カ・

ホに避難しました。 

２ 世界とのゲートウェイ 

◯２０３０年度には北海道新幹線札幌延伸、バスターミナルの整備、周辺再開発等 

が計画されており、それらと一体となったシームレスな移動の実現を目指します。 

問 

合 

せ 

先 

所  属 役職名 氏 名 電話番号 

札幌市 建設局土木部道路課 特定街路担当課長 廻
え

神
がみ

 一元
かずもと

 011-211-2617 

国土交通省 北海道開発局  

札幌開発建設部 都市圏道路計画課 
課長 中根

な か ね

 亨
とおる

 011-611-0216 

  

札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ)は、平成２３年３月１２日に開通し、１０

周年を迎えました。この度、札幌開発建設部では、札幌市と共同で開通後１０年の

整備効果等について調査し、とりまとめましたのでお知らせします。 



札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ)開通10周年
～チ･カ･ホ開通までの経緯と現在までの歩み～

札幌駅前通地下歩行空間

チ・カ・ホ開通までの経緯と現在までの歩み

平成
23年3月

平成
14年度

平成
17年度

チ
・カ
・ホ
開
通

施
設
計
画
検
討
開
始

チ
・カ
・ホ

工
事
開
始

照
明
普
及
賞
受
賞

平成
24年5月

全
国
街
路
事
業
コ
ン
ク
ー
ル

特
別
賞
受
賞

平成
25年6月

工事の様子工事の様子

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

大
規
模
停
電
発
生

一
時
滞
在
場
所
と
し
て
活
用

平成
30年9月

平成
6年度

地
下
利
用
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
作
成

平成
7～9年度

札
幌
駅
前
通
地
下
通
路
の

整
備
検
討

平成
12年度

市
民
意
向
把
握

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
調
査

【都市計画決定】
地下部分

（平成14年度）

地上部分
（平成16年度）

札幌駅周辺・大通周辺を結ぶ地下ネットワークの明示

札幌駅周辺・大通周辺を結ぶ「通路」として計画

市民モニター調査・街来者アンケート調査等
フィールドチェック、高齢者アンケート等

チ
・カ
・ホ
開
通
１
０
年

令和
３年3月

札幌駅周辺地区札幌駅周辺地区

大通地区大通地区

＜平成23年度「照明普及賞」受賞＞

＜第25回「全国街路事業コンクール特別賞」受賞＞

【受賞のポイント】
・歩行者の安全性向上、にぎわい空間の創出
・利用者の利便性向上

【受賞のポイント】
・歩行者の安全性向上、にぎわい空間の創出
・利用者の利便性向上
地域経済の発展と住民福祉の向上を図るため、
街路整備に優れた業績をあげている地方公共団体等を表彰
（主催：全国街路事業促進協議会、後援：国土交通省）

写真：札幌市WEBサイト

その年に竣工した優れた照明施設を表彰
（主催：一般社団法人照明学会）

写真：札幌開発建設部

札幌駅前通地下歩行空間
(チ・カ・ホ)

・事業区間：地下鉄南北線さっぽろ駅～大通駅(北4条通～大通)
・開通延長：約520m(札幌市施工(360m)、開発局施工(160m)
・幅 員：20m
・事業期間：平成17年～平成23年

＜札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ) 事業概要＞

＜札幌都心部位置図＞

【受賞のポイント】
・外光を取り入れたスルーホール(天窓)
・均一な壁側パネル等

【受賞のポイント】
・外光を取り入れたスルーホール(天窓)
・均一な壁側パネル等

写真：札幌開発建設部

写真：札幌開発建設部

■札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ)は、平成23年3月12日に開通してから今年で10周年を迎えまし
た。札幌駅周辺地区と大通地区をつなぎ、都心商業圏の回遊性を高め、四季を通じて安全で快適な歩
行空間を確保することにより、多くの方々に利用され親しまれる「空間」となりました。

■チ・カ・ホは、利用者の利便性向上、にぎわい空間の創出などが評価され、全国街路事業コンクール特
別賞や照明普及賞を受賞しました。また、北海道胆振東部地震の際には、「一時滞在施設」としても
活用されるなど、多様な機能を有しており、北海道の中心都市である札幌の「まちの魅力」が向上し
ています。

札幌駅前通
(チ・カ・ホ整備前)

延長 L=520m



【札幌駅前通の様子】

■開通後、チ・カ・ホは通路から広場として多種多様に使われることでにぎわいが創出されており、移動
の質の向上により様々な人々に快適に利用されています。また、ビルの建て替えによる企業集積に伴
い地価が上昇し、様々な機能強化により「まちの魅力」が向上しています。

■今後は防災機能の強化、北海道新幹線札幌延伸による交通結節点機能の強化も予定されており、ますま
す便利になります。

札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ)開通10周年
～まちの魅力が向上しています。これからもますます便利に！～

札幌駅前通地下歩行空間

【チ･カ･ホを利用する歩行者】

【イベント広場でのコンサート】

【ツルツル路面での転倒】

【雨天時の札幌駅前通】

地下滞留機能

資料：札幌開発建設部

開通前

【利用者でにぎわう広場】

地価が2.2倍に上昇

【ビル建て替えにより街並みが
一変した札幌駅前通】

【気軽に利用できる環境】

円滑な移動
デジタル
サイネージ

延べ350人が
一時滞在

【災害時の活用と設備追加】

【札幌駅交通
ターミナルの検討】

地下歩行機能

地上･地下あわせて
１日7.1万人が通行
調査日：R2.9の平日1日

(9時から20時までの11時間合計)

企業が集積 交通結節点機能の強化

将来に備えた
防災機能の強化

※設置イメージ

非常用の
発電機を設置

移動の質の向上

ブラックアウト
から得た知見

将来開通後

【チ・カ・ホを利用する歩行者】

北海道新幹線
2030年度末
開業予定

週に6日以上
イベント実施



札幌駅前通地下歩行空間 地下でつながる札幌都心
～札幌の都心をひとつに～

チ・カ・ホにより札幌都心部が一体となり、
“にぎわい”が創出されています

チ・カ・ホにより札幌都心部が一体となり、
“にぎわい”が創出されています

■チ・カ・ホの開通により、札幌都心部を広く回遊できるようになったことで、都心部の通行量が増加。イ
ベント開催により“にぎわい”が創出されています。
■札幌都心部への来訪頻度が増加し、消費金額が増加しています。

地下空間の拡充で札幌都心部が一体となりました

＜札幌市都心部の商業圏＞

札幌都心部の
地下を広く回遊

札幌駅前通
地下歩行空間
(チ・カ・ホ)

札幌駅札幌駅

大通大通

赤レンガ赤レンガ

【
凡
例
】

：交差点広場
：既存地下空間

年間を通じて
にぎわい創出
（6日以上/週で
イベント実施）
資料：札幌駅前通

まちづくり(株)

都心部への来訪が増えており
消費金額も増加しています

資料：札幌開発建設部調査(H23･H25･H27)
札幌駅前通まちづくり(株)アンケート調査(R2)

＜札幌都心部への来訪頻度の変化＞

＜札幌都心部での消費金額の変化＞

チ・カ・ホ開通以降消費金額が
増えたと回答した市民が増加

チ・カ・ホ開通以降来訪が増えたと
回答した市民が約半数まで増加

開通以降増加 変わらない 開通以降減少

【積雪期】

開通以降増加 変わらない 開通以降減少

【通年】

資料：ようこそSAPPORO観光写真ライブラリー、
札幌市土木部道路課、札幌駅前通まちづくり(株)

資料：札幌市都心商店街通行量調査
･･･9時から20時までの11時間合計
(調査主体 札幌市商店街振興組合連合会)

[調査日]H22.9～R2.9の平日１日

＜大通･すすきの地区の地上･地下の通行量＞

チ・カ・ホでは多くの人出により
“にぎわい”が創出されています

[調査箇所]
地上：大通公園以南(大通～南4条、西1丁目～

西7丁目)の40地点の平均値
地下：オーロラタウン、ポールタウン、大通駅

コンコースに該当する28地点の平均値

[調査箇所]
地上：大同生命ビル西側、

日本生命ビル東側の合計値
地下：大通駅出入口、歩行空間中央、

札幌駅出入口の平均値

H22
(開通前)

H23
(開通直後)

H25
(3年後)

H27
(5年後)

R1
(9年経過)

R2
(10年後)

3

2

1

0

大通･すすきの地区は増加傾向

＜札幌駅前通の地上･地下の歩行者通行量＞

10

5

0
H22
(開通前)

H23
(開通直後)

H25
(3年後)

H27
(5年後)

R1
(9年経過)

R2
(10年後)

開通後9年で約2.4倍の
9万人が通行 コロナ禍でも

７万人が通行

2.4倍

＜都心部の地下鉄乗車人員＞

地下鉄乗車人員は増加

※さっぽろ･大通･すすきの各駅の日平均乗車人数合計値
資料：札幌の都市交通データブック

H22
(開通前)

H23
(開通直後)

H25
(3年後)

H27
(5年後)

H30
(8年経過)

14

20

18

16



■チ・カ・ホの開通と同時に多くのビルが接続されるとともに、民間投資によりビルが建て替えられ、シン
ボリックな景観が形成されています。建て替えによる企業の集積により、札幌駅前通の地価が開通前の
2.2倍に上昇し、札幌都心部の価値が向上しています。

札幌駅前通地下歩行空間 札幌都心部の価値向上
～札幌のシンボルへ～

民間投資によるビルの建て替え･接続が促進

チ・カ・ホ直結のビル開発事業者
にお聞きしました

声

○ビル建設や地下空間等への社会資本
整備により都心部の開発が進むこと
で『ビルの価値向上』となり、他ビ
ルの開発が追従することによって都
心部全体の『まちの価値向上』に繋
がっています。

＜札幌都心部の事業所数･従業者数＞

沿線ビルの建て替え･接続により
札幌都心部の価値が向上

沿線ビルの建て替え･接続により
札幌都心部の価値が向上

R2.12調査

建て替えによる企業の集積により、
都心部の地価が上昇＜チ・カ・ホ沿線のビル接続状況および公共事業＞

2

4

5 6

札幌市北３条広場
アカプラ(H26.7 供用)

1

3

札幌駅前通
地下歩行空間
(チ･カ･ホ)

：建替･接続ビル

：接続ビル

：計画・事業中

：既存地下空間

6北海道銀行ビル
新大通ビルディング

(計画中)

大通交流拠点地下広場
(H27.2 供用)

資料：国土交通省地価公示(各年度1月1日時点)

＜札幌駅前通の公示地価＞

開通後地価が2.2倍に上昇

H23.3月チ・カ・ホ開通

資料：H18…事業･企業統計調査、H21-28…経済センサス
(市区町村、町丁･大字別事業所数および従業員数(民営事業所))
◇集計エリア：札幌市中央区大通西3～4丁目、

同北一条～北四条西3～4丁目

H23.3月チ・カ・ホ開通開通以降も増加

札幌フコク生命越山ビル
sitatte sapporo
(H29.3 開業)

北洋大通センター
大通ビッセ

(H22.9 開業)

大同生命札幌ビル
miredo

(R2.6 開業)

ヒューリック札幌ビル・ヒューリック札幌ビル・
ヒューリック札幌
NORTH33ビル

(事業中)

札幌駅南口札幌駅南口
北4西3地区
(計画中)

日本生命札幌ビル
NOASIS3.4(H22.10 開業)

札幌第一生命ビル札幌第一生命ビル
(事業中)

札幌三井JPビルディング
赤れんがテラス
(H26.8 開業)

北海道ビルヂング北海道ビルヂング
(計画中)

札幌大通西４ビル
(H25.6 開業)



■チ・カ・ホの開通による安全･快適な地下歩行空間の広がりにより、身体に障がいを持つ方やベビーカー
や車いすを利用する方などの行動範囲拡大、観光客等の円滑な移動を支えています。
■また、デジタルサイネージが設置されたことにより、利用者にタイムリーな情報提供が可能となっています。

札幌駅前通地下歩行空間

チ・カ・ホ開通で安全･快適な地下歩行空間に 都心部の移動が快適に

＜チ･カ･ホ開通による札幌都心部での変化＞

資料：札幌駅前通まちづくり(株) アンケート調査(R2)

新しいサービス

札幌駅前通
地下歩行空間
(チ･カ･ホ)

札幌駅札幌駅

すすきのすすきの

大通大通

狸小路狸小路

赤レンガ赤レンガ

札幌時計台札幌時計台

資料：ようこそSAPPORO観光写真ライブラリー
札幌市土木部道路課、札幌開発建設部

＜札幌市都心部の地下空間＞

移動の質の向上
～バリアフリーで快適な歩行空間に～

多言語でタイムリーな
観光案内が可能

札幌駅前通
まちづくり(株)に
お聞きしました

声

○多言語表示のデジ
タルサイネージに
よる観光案内板で、
タイムリーな情報
更新をできるよう
になりました。

○災害時も非常用電
源を使用して、滞
留する観光客等に
情報提供します。

【凡例】

：接続ビル

：既存地下空間

：地下の動線

R2.11調査
デジタルサイネージデジタルサイネージ

チ・カ・ホは利用者の円滑な移動を支えていますチ・カ・ホは利用者の円滑な移動を支えています

【チ･カ･ホ開通前の冬期地上部】

ツルツル路面で転倒！！

(n=392)

＜主なチ･カ･ホ直結施設＞

ビル地階のカフェビル地階のカフェ

情報コーナー情報コーナー

北１条地下駐車場北１条地下駐車場

多様な施設が
バリアフリーで接続

ビル地階の店舗ビル地階の店舗

札幌都心部の魅力が向上した

経済活動が活発化した、
チカホ周辺への来訪頻度が増加

にぎわい・活気が生まれた

都心部の移動が快適になった

とくに変わらない

多くの人が

都心部の
移動が快適に
なったと回答



＜チ・カ・ホにおける帰宅困難者･旅行者への対応＞

＜チ・カ・ホの「一時滞在施設」への位置付けについて＞
平成23年の東日本大震災の教訓を踏まえ、平成24年7月に「都市再生特別措置法」が改正され、「都市再生安全確保計画制度」が創設。平成26年に
札幌都心地域都市再生緊急整備協議会(国･札幌市･関係事業関係者等にて構成)において、「札幌駅･大通駅周辺地区都市安全確保計画」を策定し、
チ・カ・ホは「一時滞在施設」に位置付けられています。

札幌駅前通地下歩行空間

「一時滞在施設」への位置付けと災害時の活用

資料：札幌駅前通まちづくり(株)

災害に備えた取り組みの追加

災害時における活用
～北海道胆振東部地震による知見～【ブラックアウト(大規模停電)時のすすきの交差点】

災害に備えるチ・カ・ホで、安全に暮らせるまちに災害に備えるチ・カ・ホで、安全に暮らせるまちに

停電時も利用できるよう
非常用の発電機を設置(予定)

札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ) 延長 L=520m

Ｐ

至 さっぽろ駅 至 大通駅
広場

広場

広場

広場
広場

広場

【凡例】
：出入口

平成30年9月に発生した北海道胆振東部地震では
都心部にあふれた帰宅困難者を一時的に受入

一時滞在施設として防災面での有用性を確認

滞在者スペース 充電スペース

開放３日間で
延べ350人の

帰宅困難者が一時滞在

多くの帰宅困難者が
通信機器等の充電に利用

資料：札幌駅前通まちづくり(株)

広場ディスプレイ

■チ・カ・ホは災害発生時に帰宅困難者を一時的に受け入れる「一時滞在施設」に位置付けられています。
■平成30年９月に発生した北海道胆振東部地震では、北海道全域で大規模停電が発生し、札幌都心部にお
いても交通機関がマヒし、多くの帰宅困難者がチ・カ・ホに避難しました。
■今後も更なる防災機能強化を図るため、停電時も利用できるように「非常用発電機」の整備を進めていき
ます。

平成26年「一時滞在施設」
として位置付け

広場ディスプレイに
災害情報を表示できるようにしました

【
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
】

H26.3          「札幌駅･大通駅周辺地区都市再生安全
確保計画」を策定。
チ・カ・ホを｢一時滞在施設｣に位置付け。

H30.3 札幌都心地域帰宅困難者対策ガイド
ライン(札幌市都心地域帰宅困難者等対
策協議会にて策定)

H30.9.6 3:07 北海道胆振東部地震発生
20:45 『一時滞在施設』として直近

出入口を開放
21:30 全入口を開放し滞在場所へ誘導

(宿泊者数：約70名)
H30.9.7 (宿泊者数：約250名)
H30.9.8 (宿泊者数：約30名)
H30.9.9  11:00 『一時滞在施設』としての利用終了

R2.3  札幌駅前通地区防災協議会において
【札幌駅前通地区帰宅困難者対策の
手引き】を制定

※3日間で
計約350名

北海道胆振東部地震を契機として、防災協議会に
おいて【札幌駅前通地区 帰宅困難者対策の手引
き】を作成。
事業者や市民･行政と協力して地区の防災力を高
め、適切な対応を行い、安全な地域づくりを目指
しています。

＜札幌駅前通地区防災協議会＞



世界とのゲートウェイ･札幌

創成川通沿道の空間形成イメージ
（札幌駅交流拠点まちづくり計画）

チ・カ・ホでは、様々な人々が行き交い、
様々なイベントが開催される

札幌駅前通地下歩行空間
(チ・カ・ホ)

超小型モビリティの
札幌駅周辺での利用イメージ

（札幌開発建設部）

バスターミナルの
交通交流待合空間イメージ

（2019年11月11日「札幌駅交流拠点北５西１・西２地区
市街地再開発準備組合」設立記者発表資料）

札幌駅前通地下歩行空間 世界とのゲートウェイ
～札幌駅周辺地区の将来～

・札幌駅周辺地区は、世界とのゲートウェイとして、シームレスな移動の実現を目指しています。
・2030年度には、北海道新幹線札幌延伸、バスターミナルの整備により、札幌駅が北海道の玄関口として
ますます便利になっていきます。チ・カ・ホは地下動線の主要軸として、札幌駅とまちをつなぐことで、
これからも都心の回遊・にぎわいを創出します。

※イメージ図であり、整備内容を決定するものではありません※イメージ図であり、整備内容を決定するものではありません

道都札幌の玄関口にふさわしい
空間形成と高次都市機能・交通結節機能の強化
道都札幌の玄関口にふさわしい
空間形成と高次都市機能・交通結節機能の強化

北海道新幹線札幌延伸
による新幹線駅の整備

（2020年1月16日JR北海道記者発表資料）

2030年度末
開業予定

札幌駅周辺での再開発
（札幌駅交流拠点まちづくり計画）



札幌駅前通地下歩行空間

〔参考〕チ・カ・ホができるまで

・札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ)は、平成１７年から工事に着手し、札幌市のメインストリートであ
る札幌駅前通の動きを止めることなく、また大動脈である地下鉄南北線にも影響を及ぼすことなく、皆様
のご協力もあり平成２３年３月に開通いたしました。

①地下歩行空間を作る準備を行いました ②土砂を掘りました

③地下歩行空間を作りました ④地上を元に戻しました

○地中に穴を開け、柱を埋め込みました。
○柱の上(路面)に、覆工板(鋼製の蓋)を設置しました。

○柱と柱の間に土留め材(土砂崩れを防ぐ板)を設置しました。
○地下通路を作る場所の土砂を掘りました。

○鉄筋を組み立て、コンクリートを流し込み、
地下歩行空間の構造物を作りました。

○その後、機械設備や電気設備などを設置しました。

○掘った土砂を元に戻しました。
○道路を舗装し、街路樹の植樹や街灯等を設置しました。

地下鉄南北線

地下鉄南北線

地下鉄南北線

工事中も車が走れるように
覆工板を設置しました

土砂を掘り出しても
周りの土が崩れないように
土留め材を設置しました

普段何気なく利用する
「チ・カ・ホ」はこのように
工事を行っていました

【柱の埋め込み】

【覆工板設置】

【土砂の掘削】

資料：sapporo観光写真ライブラリー、札幌開発建設部

【土留め材設置】

【コンクリートの流し込み】

【コンクリート施工完了】

この下を地下鉄南北線が
通っています。 【チ･カ･ホ開通後】


